
7-2 栃木県からの報告 
   自治医科大学てんかんセンター、脳神経外科  中嶋 剛、川合謙介 

 

１．背景 

栃木県は 6 つの二次医療圏に分かれている。50 万人の二次医療圏が 2 つあり、全県で 200 万であ

る。 
栃木県はてんかん専門医は 2013 年～2016 年までは 9 名、2017 年は 8 名しかいない。栃木、群馬、

茨木の北関東 3 県でも 14～16 名しかおらず、診療科も偏っている。栃木県では小児科が多い。 

 

 

２．栃木県のてんかん地域診療連携活動 

1）経緯 
2009 脳外科を中心に「エピネット栃木」発足。  
 定期的学術講演会等の活動。 
2011 連携施設登録開始。ちょうど鹿沼市の交通事故とも重なった。 
2015 てんかん地域診療連携推進事業開始。  

8 拠点に採択された（多診療科・職種間の連携体制）。 
2016 自治医科大学てんかんセンター設立。 
 全国てんかんセンター協議会 (JEPICA) 加盟。 
 



2）てんたん地域診療連携協議会 

 栃木県は図のようなコン

セプトを描いており、てん

かん診療拠点病院を中心

に、多施設、行政、てんか

ん協会栃木支部で構成され

ている。 
 
３．拠点機関（自治医科大

学）の活動 
1）てんかんセンター 

その構成は以下の通り、

多数の部門が参加し、包括

的なてんかんセンターを目

指している。 
2）てんかんの研修 

 

 



4 月から月 1 回、自治医科

大学てんかんセンターカンフ

ァランスを行い、問題点とそ

の解決を図っている。 
県内のてんかん研修のた

め、てんかんセンターカンフ

ァランスをオープンにしてい

るが、栃木県は広く地理的に

離れており、交通が整備され

ていないので、院外からの参

加者は少ない。その改善を図 
るため、遠隔システムによる

カンファレンスを計画してい

る。 
3）てんかん診療指標の推移 

長時間ビデオ脳波検査の件数が増加しており、脳神経外科だけでも年間 10 数件から 2016 年には 50
件以上に増加したている。 
4）てんかん普及・啓発 
医師会対象

のてんかん講

演会は自動車

運転に関する

ものが多いの

が他の県と異

なる特徴であ

る。これは、

栃木県では鹿

沼市の交通事

故のことがあ

って運転免許

に関心が高い

ことと、てん

かん診療連携

協議会の代表

がてんかん学

会の法的問題

検討委員長と

しててんかんと運転免許の担当者であるためである。 

 

 



市民講座を行うだけでなく、その時には個別相談も行っている。 
5）事業成果の指標 

栃木県の特徴として

「自動車運転関連事項」

を栃木県警察本部と連携

して行っており、以下の

項目を検討している。 
 
４．栃木県における課題 
1．てんかん専門医数が限   

られている状況でどう 
のように効率的な診療 
連携体制を構築するか 

2．宇都宮市や県南地区以外のてんかん診療過疎地区に対する連携体制と啓発活動をどのように行うか 
3．てんかんと関連する自動車事故を減らすためにどのような連携体制を構築すべきか 
 
  

 
 

 

 

 

項目 平成22年度から平成30年度の各年度（区切りは年単位でも可）

１． てんかんを持つ人による交通事故件数（死亡事故、障害事故 別）
２． てんかん発作による交通事故件数（死亡事故、障害事故 別）
３． 自動車運転死傷処罰法の適用件数（てんかんとして）
４． 免許取得・更新時の申告件数（過去5年の発作）
５． ４のうち免許交付件数と免許拒否件数
６． 診断書提出件数（てんかん）
７． 医師による通報件数
８． 虚偽申告の処罰件数
９． てんかんによる免許取消件数と自己返納件数

１０． 取消後の試験免除再取得件数


